
（
月
）
～
５
月
22
日
（
水
）
の
期
間
に
市

役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に

あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
郵
送
②
５
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
～

19
日
（
日
）
午
後
５
時
の
期
間
に
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp/

）
に
て　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習
会

に
つい
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
25
年
３
月
市
議
会
定
例
会
で
の
審

議
、
議
決
を
経
て
、
次
の
と
お
り
施
設
な

ど
を
管
理
・
運
営
す
る
指
定
管
理
者
を
指

定
し
ま
し
た
。

【
田
原
市
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
】
▼
指
定
管

理
者
＝
社
会
福
祉
法
人
田
原
市
社
会
福
祉

協
議
会　

▼
指
定
期
間
＝
４
月
１
日
～
平

成
30
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）　
▼
担
当
課

＝
地
域
福
祉
課
（
☎
23
局
３
５
１
２
）

【
田
原
市
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
】
▼
指
定

管
理
者
＝
社
会
福
祉
法
人
田
原
市
社
会
福

祉
協
議
会　

▼
指
定
期
間
＝
４
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）　
▼
担
当

課
＝
地
域
福
祉
課
（
☎
23
局
３
５
１
２
）

▼
財
政
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

市
で
は
、
現
在
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
定
期
変
更
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
変
更
（
整
備
計
画
の
見
直
し
）
期
間

中
は
随
時
変
更
（
個
別
的
な
農
振
除
外
）

お
よ
び
軽
微
変
更（
個
別
的
な
用
途
変
更
）

は
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
に
つ
い
て

は
、
通
常
年
４
回
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
以
下
の
と
お
り
受
付
を
停
止
し
ま

す
。

▼
申
出
書
の
受
付
期
限
と
受
付
予
定
＝

【
５
月
31
日
（
金
）】
受
付
可
【
８
月
30
日

（
金
）】
受
付
停
止
【
11
月
29
日
（
金
）】

受
付
停
止
【
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）】

受
付
可

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
試
験
日
＝
６
月
23
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
甲
種
、
乙
種

全
類
、丙
種　
▼
申
し
込
み
＝
①
５
月
13
日

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科
２
級
コ
ー
ス
の
廃

止
に
伴
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
資
格
に
代
わ
る
資
格
と
し
て

新
た
に
設
置
さ
れ
た
資
格
の
取
得
を
目
指

す
も
の
で
、
在
宅
、
施
設
を
問
わ
ず
、
介

護
に
携
わ
る
人
が
身
に
着
け
て
お
く
べ
き

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方
で
、

義
務
教
育
を
修
了
し
た
方　

▼
開
催
日
＝

５
月
11
日（
土
）～
９
月
29
日（
日
）の
期
間

の
ほ
ぼ
隔
週
金
・
土
・
日
曜
日　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
過
去
３

年
間
に
本
校
ヘ
ル
パ
ー
科
に
受
講
申
し
込
み

を
し
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
を
優
先
）　

▼
受
講
料
＝
４
万
円（
受
講
開
始
日
前
３
カ

月
以
上
市
内
在
住
の
方
お
よ
び
現
に
田
原

市
内
で
介
護
業
務
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
業

務
に
１
年
以
上
従
事
し
て
い
る
方
は
４
分
の

３
減
免
／
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
８
日（
月
）～
26
日

（
金
）の
期
間
に
①
田
原
福
祉
専
門
学
校

な
ど
で
配
布
す
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
②
田
原
福
祉
専
門
学
校
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
Ｅ
メ
ー
ル

に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.tchs.ac.jp/

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

　

農
業
分
野
で
の
斬
新
な
技
術
導
入
お
よ

び
ア
イ
デ
ア
支
援
を
目
的
と
し
て
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
広
く
市
民
に
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
、
や
る
気
の
あ
る
農
家
の
方

の
意
識
を
高
め
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
を
有
す
る
農
業

者
な
ど
（
営
農
組
織
、
営
農
団
体
、
農
業

生
産
法
人
含
む
）
の
３
名
以
上
で
組
織
す

る
グ
ル
ー
プ　

▼
対
象
事
業
＝
農
業
の
生

産
現
場
な
ど
に
地
域
農
業
者
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
取
り
組
み

を
促
進
す
る
事
業　

▼
補
助
額
＝
提
案
事

業
に
か
か
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
額
１
０
０
万
円
）　

▼
募
集
期
間
＝
６

月
28
日
（
金
）
ま
で　

▼
採
択
決
定
＝
７

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生

農
業
ア
イ
デ
ア
支
援
事
業

補
助
金

指
定
管
理
者
を
指
定

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

平成25 年4月1日 　  　　　　　　　　│ 16 │


